
～新発田市の特色ある教育～

食とみどりの新発田っ子プラン

1



2



　　　　　食を通して生きる力を育む

幼稚園・保育園児から「豊かなる大地を基盤とした食のサイクル」の学びを経て
年長児で　　　 「一人でごはんが炊ける子ども」
小学6年生で　「一人で弁当を作れる子ども」
中学3年生で　「一人で小煮物のある夕食１食分を作れる子ども」

　　　　　　　　　　　　　　　「食育」がめざす子ども像

　豊かなる大地からの出発

生産者や自然の恵みに感
謝し、命あるものを大切に
する心を育む

育てる（栽培）

健康と食事の関連を意識し、
命あるものに感謝しながら
料理を楽しむ心を育む

作る（料理）

望ましい食習慣を身に付
け、作ってくれた人に感謝
しながら、食べることを楽
しむ心を育む

食べる

食の循環を意識し、食べ
物を大切にする心を育む

返す（リサイクル）

　　～食育の基本は家庭から～

　　　学校の教育課程
　　教育の中心に食育を

連携
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食とみどりの新発田っ子プランの特色

①「食の循環によるまちづくり」に直結した食育

　⇒将来の新発田市（特に産業）を担う人材育成

②全ての小・中学校に「しばたの心継承プロジェク
ト推進委員会」を設置

　⇒学校・家庭・地域の連携

※令和２年度からしばたの心継承プロジェクト推
進委員会を設置し、食育も兼ねた取組をしてい
る。
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【目的】学校・家庭・地域が一体となった支援体制の確立

 実施計画・実績報告の提出

  委託料支払い
   栄養士派遣などの支援
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食のサイクル　学校における取組例

返す

・残さず食べることの大切さ

・食物資源の有効利用

・食の循環を意識する

育てる

・地場産の活用

・生産者や自然の恵みに

　感謝する心

・命あるものの大切さ

・料理への興味、関心

・料理を楽しむ

・栄養バランスへの配慮

作る食べる

・食事のマナー

・食べることの楽しみ、大切さ

・食に携わる人に感謝する心
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【市の取組】

　　　　　　　　　栄養士による食育指導
• 学校教育課学校教育係に栄養士２名を配置
し、教職員や栄養教諭と連携した食育授業を
行っている。　　　　　　　　　　　
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【返す】有機資源センターの見学

令和６年度の見学実施校
小４社会「ごみはどこへ」（リサイクル）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



【育てる】米作り

（写真）
田植え→稲刈り→全校児童へ米の配布

・ほとんどの小学校で米作りを実施している

・地域の農家やJAの方から指導していただ
いている 9



【育てる】さつまいもの栽培

（写真）
さつまいもの栽培→芋掘り→道の駅で販売

試し掘り

・栽培、収穫等、地域の農家やJAの方から
指導していただいている

・多くの小学校でさつまいもを栽培している
（ほかにも、オータムポエムや里芋など）

10



【作る】収穫した野菜の調理実習

（写真）
アスパラガスの栽培→調理実習（アスパラガスのソテー、ごま和え）

・栽培、収穫等、JAの方から指導していただいている
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【作る】弁当の調理実習

すべての小学校で実施している 12



【作る】小煮物の調理実習

すべての中学校で実施している

・食生活改善推進委員から指導していただいている
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【作る】笹団子の調理実習

（写真）
笹摘み→笹の処理→笹団子作り

14



【食べる】食事のマナーの授業

（写真）
箸のもち方、食事の挨拶、食べる時の姿勢やマナーを学習する
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【食べる】学校給食
新発田産農産物の積極的活用

新発田のＢ級グルメ　アスパラみどりカレー　毎月１９日は食育の日「小煮物給食」

小煮物は子どもたちか
ら人気のメニュー
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新発田市食育実態調査の実施

• 平成２０年度から毎年（１１～１２月）実施

• 市内全小学6年生、中学3年生に調査を実施

• 市内の児童・生徒の食に関する実態を把握し、今後の食
育の効果的な進め方や事業効果の測定資料とするため
の調査
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【育てる】地場産物（新発田市でとれる食
物）を知っている割合
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【育てる】食物を生産し続けるためには
自然環境を守ることが大切だと思う割合
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【作る】一人で弁当を作ることができる割
合
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【作る】一人で小煮物を作ることができる
割合
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【食べる】朝食を毎日食べている割合
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【食べる】家族のおとなと一緒に夕食を
食べる日が週５日以上の割合
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【食べる】「いただきます」「ごちそうさま」
のあいさつをいつもしている割合
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【返す】食物を残すことがもったいないと
思う割合
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【返す】食物を無駄にしないように食べ残
しを減らす努力を必ずしている割合
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家庭への啓発（市ホームページや公式LINEでも発信）

27



今後について
・調理実習の需要が多い

＝より実践的な学びを求める学校が増えている。

栄養士、栄養教諭、家庭科の教員が連携して
対応していく
　　　　　　　　　　　　　・一人で弁当を作ることができる

　　　　　　　　　　　　　・一人で小煮物を作ることができる

　　　　　　　　　　　　　・家庭で地場産物を使った料理を取り入れる

・朝食摂取率向上の働きかけ
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